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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

原子核の低励起状態にみられる非線形性の強い

集団励起の理解が研究の目的である。原子核の構

造は核子間の相互作用によって決定され、大自由

度を持っているが、集団性の高い状態では少数の

集団的自由度がその物理的性質を決定している。

特に四重極変形の自由度は多くの核が基底状態

において四重極変形していることからも明らか

なように多くの集団励起状態においても本質的

な役割を果たしている。四重極集団 Hamiltonian

は低励起状態での非線形集団励起の記述が可能

である。我々は平成 21 年度からこの四重極集団

Hamiltonian の慣性質量関数および集団ポテン

シャルを微視的に求める CHFB+LQRPA 法を定

式化し、陽子過剰核 Se における変形共存現象や

中性子過剰核 Mg での変形揺らぎ、γ不安定な原

子核の励起スペクトルの分析を行い、基底状態、

励起状態の性質を明らかにしてきた。 

 
２． 今後の計画・展望 

中性子過剰領域の核での変形が発達する領域の

低励起状態の集団的性質を明らかにしたい。また、

対相関の自由度の果たす役割に関しても明らか

にしていきたい。 

 

３． 利用がなかった場合の理由 

本年度は変形自由度以外の対相関の自由度の記

述を目指したコードの拡張や、一般化されたスレ

ーター行列式の重ね合わせによる、大振幅集団運

動に対する異なったアプローチのコード開発を

主に行い、特定の核の低励起状態での大振幅集団

運動に対する大規模計算を行うところまで進め

ることができなかった。アプローチ間での比較な

ども含め、来年度は低励起状態での計算を進めて

行きたい。 
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